






〔研究目的〕 

 アルギナーゼは主として肝に存在し,尿素サイクルの最後の反応を触媒する。分子量約

3.5 万のサブユニット 3-4 個より成る。本酵素は出生前後に他の尿素サイクル酵素と共役

し著明な誘導合成をうける。アルギニン血症は本酵素の遺伝的欠損に基づく疾患であり,

常染色体劣性遺伝形成を示す。血中アルギニンの高値を示すと共に,尿素サイクルの障害に

より高アンモニア血症を来し,嘔吐,けいれん,意識障害などの症状が現われ,知能障害を来

す。本酵素には腎,小腸，乳腺などにアイソザイムが存在する。われわれはすでにラット肝

アルギナーゼcDNAクローンを単離し(1),塩基配列を決定した(2)。今回,ラット酵素のcDNA

をプローブとしてヒト肝アルギナーゼ cDNA クローンを単離し,構造解析を行なった(3)。 


